
♯１ 地球の声を聴こう「地震波が教えてくれること」

大地震から地域を守るために
～地域を守る防災レンジャー～

単元名

自分たちの身近に起こりうる災害から、自らの生命を守る方法や地域の防災への取り組みを調べたり、
地域へ広めたりする活動を通して、情報の収集と整理、目的に応じて発信する力を身につけるとともに、
自分たちにできることを実践していこうとする。

単元目標

フローチャート （全２５時間）　　※○数字＝時間数

１．東日本大震災の被害から身近な災害への課題を話し合おう ②
どんな災害があるかなあ。
災害が起こると私たちの町はどうなるの？

地震や津波から自分たちの命を守るにはどうするの？
学校では避難訓練をやっているね。

５．活動を振り返って自己の成長を考えよう ③
自分の命を自分で守るために日ごろから心がける
ことができるようになったよ。

地域のために自分たちにできることを話し合って
実行できたね。

２．学ぼうBOSAI♯１「地気球の声を聴こう　地震波が教えてくれること」
      を視聴し地震から自分たちの命を守る方法を話し合おう ①
日本は地震大国だなあ。いつ地震が起こるかは
わからない。

「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
安全な場所について調べてみよう。

３．地震による災害を減らす方法と命を守る方法について調べよう　 ⑨
学校内や通学路の安全な場所を調べてみよう。
防災倉庫が準備されているね。

防災バッグって聞いたことあるよ。
どんなものが入っているのかなあ？

４．学校災マニュアルや避難所運営マニュアルについて調査し家族や地域の
      ために自分たちにできることを考えよう ⑧
私たちの生活を災害から守る仕組みや取り組みに
ついて調べよう。 学習してきたことを他学年や地域のために役立てよう。

命を守るチカラ 「ロボット開発で防災に備える」

『防災』をキーワードに
『働く』について考えよう

単元名

『防災』の視点から様々な仕事について実際に働いている人と関わったり、インタビューを行ったりしな
がら情報を収集する活動を通して、防災に関わる仕事をしている人の思いや、そのために取り組んでい
ることについて理解を深め、自分にできることや、自分がやりたいことを見つめなおし、自分の将来に
ついて考えていこうとする。

単元目標

フローチャート （全２３時間）　　※○数字＝時間数

１．日本で近年起こった災害について語り継ぐ活動をしている方の話を聞き、
　　考えたことや感じたことを話し合う。 ③
ニュースでは自然の驚異を伝えるような映像ばかり目に
していたけど、そこで暮らしていた、人の話は初めて聞
いた。失ったものや苦労したことがたくさんあっただろ
うなって、何となく感じていたけど、それが具体的に何
なのか、よくわかった。

大変なことがいっぱいあったのに、周りの人への思いや
りや、救助や支援に対する感謝の気持ちをもてるのって
すごいなと思った。今回お話しを聞いて、自分もいざと
いうときには、人の役に立てるようになりたいと思った。
何ができるんだろう。

２．災害から人々の命や財産を守る仕事について、「学ぼうBOSAI ロボット開発
　　で防災に備える」の前半部分を視聴して発想をひろげながら調べる。 ⑥
災害時に活躍する人っていうと、消防隊や自衛隊の人た
ちしか思い浮かばなかったけど、ロボット開発を通して
貢献している人たちもいるんだね。「防災」っていうキー
ワード一つでもいろんな仕事があるんだね。

他にも、救助犬のトレーナーや、防災に強い都市計画を考
える人、耐震性の住宅を考える人…これまであまり出会っ
たことがない仕事がたくさんあった。どんな気持ちでそ
の仕事をしているんだろう。

３．身近な、防災に関わる仕事にをしている人について情報を共有し、興味を
　　もった仕事についてインタビューを行う。 ⑧
お父さんが区役所で働いているけど、防災担当の人と知
り合いってわかった。ちゃんと聞きたいことを整理して
事前にお伝えすれば、お話を聞かせてくれるって。電話
でアポイントをとろう。

４．インタビューで学んだことを話し合い、再度VTRを視聴し、「未来を作る」
　　というキーワードから学習を振り返る。 ⑥
どの仕事も、「人の笑顔のために」「喜
んでもらえるように」って人のために
なることを大切にした。これって防災
に関わる仕事だけのことじゃないと思
う。

例えば「防災」みたいに目的は一つで
も、アプローチの仕方はいろいろある。
来年の職場体験を通して、自分が本当
にやりたいこととか、そのための方法
について考えていきたい。

VTRで、「みなさんが未来をつくる」っ
てあった。大学生が活躍している。
５年後には自分たちもそれくらいにな
る。自分に何ができるか、何をしたい
か、今から考えたい。



♯１ 地球の声を聴こう「地震波が教えてくれること」

本時の目標（第 3 時間目／全２３時間）
映像資料の視聴を通して、地震から自分の命を守るためにどのように行動するのかを考え、自分の命は自分
で守ることができるようにする。

主な学習活動 指導上の留意点

１．避難訓練の様子を振り返ろう

「放送を聞いて防災頭巾をかぶるね」
「机の下に隠れるね」
「教室以外ではどうしたらいいのかな」
「地震を知らせてくれる仕組みがあると助かるね」

２．映像資料「学ぼうBOSAI」♯１「地震波が教え
      てくれたこと」（scene２まで）を視聴して感
      想を話し合おう
「日本は世界でも地震の多い国だね」
「被害を減らすためにできることは何かな」
「命を守るために必要なことは何だろう」
「地震が来る前にできることはないのかな」

３．映像資料「学ぼうBOSAI」♯１「地震波が教え
      てくれたこと」（scene３以降）を視聴して話し
      合おう

「緊急地震速報が聞こえたら自分の身を守るために安全な
場所に避難しよう」
「急な地震が起きた時に物が落ちたり、倒れたりしないよ
うになっているか調べよう」
「学校の中で『落ちてこない』『倒れてこない』『移動して
こない』場所を探してみよう」

４．地震から命を守るためにできることを生活の中か
　　ら考えよう

「家の中は安全かな」
「ぼくの部屋は本棚があるよ」
「ダイニングには食器棚があるね」
「倒れてこない工夫が必要だね」
「自分たちの命を守るためにはどのように行動するかだけ
ではなく日頃の備えも必要だね」

地震の仕組みから、自分の身を守るための方法を
考えよう

○これまでの訓練が地震発生後であることが振り返れるよう

　に訓練の様子を提示する

○東日本大震災当日の自分たちの行動を発表して振り返る

○“釜石の奇跡”を紹介する

○地図に示された色が何を表しているのか児童に投げかける

○大木先生の言葉を板書する

　◆地震は「無くすこと」も「止めること」もできない

どうして多くの人が助かったのだろう？
という課題をもてるようにする

○大木先生の言葉を板書する

　◆「日本に住んでいる限りどこにいても地震にあう可能

　性があります」

○自分の身を守るための「安全な場所」がどのような場所

を意味するのか確認する

　◆『落ちてこない』『倒れてこない』『移動してこない』

○「自分の命は自分で守る」という意識をもてるように発

言を板書する

○揺れを感じたり緊急地震速報を聞いたりしたら身の安全

を確保することを全体で確認する

○緊急地震速報が間に合わない場合について触れる

　◆NHK神戸放送局の映像をもう一度視聴する

○児童の発言から新たな課題につなげる

身近な地域の防災について調べよう

命を守るチカラ 「ロボット開発で防災に備える」

本時の目標（第２２時間目／全２３時間）
防災に関わる仕事について調べたことを共有し、VTR内の「みなさんが未来をつくる」という言葉と関連付
けながら、「働く」ということについて考えたことを振り返る。

主な学習活動 指導上の留意点

１．インタビューを通してわかったことについて付箋
　　を活用しながら小グループで話し合い、共通点に
　　ついて考える。

・近くのマンションを作っている会社の人の話を聞くことが
できたんだけど、最近は『耐震』っていうことを意識している
んだって。いざという時に住んでいる人の安全を左右するから、
絶対に手抜きはできないし、専門的な知識が必要なんだって。
・看護師をしている親戚に、災害でけがをした人の治療のことを
聞こうと思ったんだけど、病院では入院している人がいるから、
その人の命を守るための避難訓練も大事だって教えてくれた。
・どの仕事も、お客さんとか、仕事でかかわる相手のことを
第一に考えているところが似ているね。
・どの仕事も、これまで外から見ていた時にはわからなかった、
その仕事ならではの大切なことがあるんだね。

２．VTR「学ぼうBOSAI 命を守るチカラ ロボット
　　開発で災害に備える」の後半部分を中心に視聴し、
　　気付いたことを話し合う。

・この前見たときは「ロボットも防災につながるんだ」って、
新しい発見があっただけだったけど、それを作っているのは
大学背だったんだね。
・「10年前は小学生や中学生だった」って言っていたけど、とい
うことは、自分たちの10年後、いや、5年後とかの話なんだね。
・「みなさんが未来をつくる」っていうのが印象に残った。
今回、いろんな仕事について調べたけど、いつかは自分たちが
そんな仕事をしていくことになるんだと思った。

３．「みなさんが未来をつくる」という言葉からこれ
　　までの活動を振り返り、感じたことや考えたこと
　　を書く。
「これまで、自分の将来についてあんまり考えたことは
なかったけど、思っていたよりも近い未来のことだと思った。
『人のために』って一口に言っても、いろいろな考え方や仕事
の仕方があるとわかった。自分は何をしたいのか、そのため
にはどんなことをがんばっていかなければならないのか、
見つめなおしていきたい。どんな仕事にも共通する大切な
ことがあるような気がする。2年生になると、職場体験が
あるので、その機会に、『働く』ということのために必要な
ことや大切なことをしっかり考えていきたい。」

○前時に行ったインタビューの振り返りをもとに、多様な

気付きを互いに共有し合えるようなグループ作りを行う。

○聴いた話の中の一つ一つの要素のまとまりやつながりを

考えることができるよう、付箋を書く際には、聴いたこと

をそのまま文章にするのではなく、自分にとって新たな発

見となったことや、特に重要であると感じたことなど、印

象に残ったキーワードを端的に記入するよう助言する。

　例）「手抜きをしない」「専門的な知識」

　　　「避難訓練」「住んでいる人の安全」

　　　「入院患者の命」 …等

○他のグループで話し合われたことを共有できるよう、互

いの話し合いの成果物を自由に見合う時間を設定する。

○前回視聴した際には防災に関わる仕事の発想を広げるた

めに視聴したことを確認し、それ以外の部分で気になるこ

とはないか意識するよう助言する。

○学んできたことをもとに、自分の将来とつなげて考えら

れるよう、「10年前は…」「みなさんが未来を作る」とい

うキーワードを、取り上げ、板書する。

○発想を広げて考えられるように、必要に応じて個人でウ

エビングを行うための紙を配布し、「みなさんが未来をつ

くる」というキーワードを中心に記入させる。

○防災に関わるいろいろな職業について調べて考えたこと

と関連付けて書くことができるよう、授業の初めにグルー

プごとに話し合った成果物（付箋の貼られた画用紙）を黒

防災に関わる仕事をしている人へのインタビューを通して
わかったことや考えたことを話し合おう


